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支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

１部50円

と
と
も
に
清
掃
い
た
し
ま

し
た
。

結
果
的
に
十
六
名
の
出
席

に
な
り
ま
し
た
が
、
天
気
が

良
く
て
、
朝
早
く
気
持
ち
の

い
い
一
日
の
始
ま
り
で
し

た
。

芸
能
奉
仕
団

活

動

報

告

　一
般
社
団
法
人 

日
本

善
行
会
で
は
︑
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
︑

広
く
会
員
を
募
集
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
︵
正
会
員
︶

　個
人

　年
額

　五
千
円

　法
人

　年
額

　一
万
円

②
特
別
会
員
︵
正
会
員
︶

　個
人

　年
額

　一
万
円

　法
人

　年
額

　三
万
円

③
賛
助
会
員

　個
人

　年
額

　千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　購
読
料
五
百
円
含
む

　東
京
都
文
京
区

佐
藤

　正
江

令
和
元
年
夏
の
思
い
出
、

六
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ワ
ン

工
科
大
学
の
学
生
さ
ん
と
日

本
語
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

全
部
で
十
二
回
あ
り
六
回

を
担
当
、生
徒
は
十
一
名
（
男

性
十
名
女
性
一
名
）
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ

カ
ナ
学
習
済
で
初
歩
の
ク
ラ

ス
で
す
。
三
週
間
の
学
習
の

あ
と
、
ホ
テ
ル
の
企
業
研
修

に
行
く
と
単
位
が
も
ら
え
る

そ
う
で
す
。（
ル
ワ
ン
大
学
は

八
週
間
）
授
業
は
午
前
中
三

時
間
、
一
時
間
目
が
終
わ
る

と
朝
食
タ
イ
ム
で
メ
ロ
ン
パ

ン
が
大
好
き
と
食
べ
て
い
ま

し
た
。
ラ
ー
メ
ン
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
が
お
い
し
い
と
、
お

や
つ
で
は
飴
、
お
せ
ん
べ
い

を
食
べ
ひ
と
休
み
、
生
徒
の

年
令
は
二
十
、二
十
一
才
、
半

分
以
上
の
男
性
は
口
ひ
げ
、

あ
ご
ひ
げ
を
は
や
し
、
み
た

め
は
お
じ
さ
ん
で
し
た
が
、

私
か
ら
み
れ
ば
孫
み
た
い
で

か
わ
い
か
っ
た
で
す
よ
。

英
語
が
話
せ
れ
ば
、
私
は

話
せ
ま
せ
ん
か
ら
、
で
も
一

人
の
女
の
子
の
生
徒
と
は

メ
ー
ル
友
達
に
な
り
ま
し
た
。

良
い
経
験
に
感
謝
し
て
、

思
い
出
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ル
ワ
ン
大
学
の

学
生
さ
ん
に
。

台
東
区
で
皆
様
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
、
春
の
う
ら
ら
の

隅
田
川
の
花
火
大
会
や
、
浅

草
寺
、
雷
門
、
三
社
祭
り
や
、

カ
ッ
パ
橋
の
日
本
一
の
道

具
街
等
々
に
、
代
表
さ
れ
る

浅
草
エ
リ
ア
は
い
つ
も
賑

や
か
で
す
。
ま
た
、
パ
ン
ダ

の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
が
居
り

ま
す
動
物
園
、
国
立
美
術
館

と
博
物
館
、
戦
後
の
ア
メ
ヤ

横
丁
や
、
隣
接
し
て
い
る
宝

石
店
街
等
の
上
野
公
園
エ

リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
以

外
に
も
ま
だ
ま
だ
台
東
区

に
は
沢
山
の
見
所
が
ご
ざ

い
ま
す
。
朝
顔
市
の
入
谷
、

古
い
寺
町
の
風
情
色
濃
い

谷
中
、
吉
原
や
花
柳
界
旧
花

街
の
余
韻
と
問
屋
街
の
お

も
ち
ゃ
屋
、
装
飾
品
の
浅
草

橋
、
日
雇
い
労
働
者
の
街
か

ら
近
年
で
は
外
国
人
旅
行

者
の
宿
泊
先
と
し
て
人
気

を
集
め
る
山
谷
や
、
泪
橋
地

区
等
全
て
、
ご
紹
介
で
き
な

い
の
が
残
念
で
す
が
ど
の

街
も
個
性
的
で
魅
力
に
溢

れ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
様
も
今
度
の
お
休

み
に
台
東
区
を
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

初
め
て
の
方
も
お
久
ぶ
り

の
方
も
き
っ
と
ご
満
足
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
街
、
台
東
区
は
東

京
都
中
央
区
の
隣
で
東
部
に

位
置
し
二
十
三
区
の
中
で
は

最
も
狭
い
面
積
な
が
ら
も
地

域
に
よ
っ
て
様
々
な
表
情
を

持
つ
街
な
の
で
す
。

善
行
川
柳 

選
者 

東

　
　逸
平

○

背
を
向
け
ず

　笑
顔
の
対
話

　世
の
平
和

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
日
韓
の
関
係
悪
化
が
心
配
で
す
ね
。

　時
事
善
行
川
柳
と
も
言
え
ま
す
ね
。

○

盆
の
入
り

　一
番
の
り
の

　墓
参
り

宮
城
県

阿
部

　澄
江

評
／
熱
情
を
込
め
て
、
祖
先
を
敬
う
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

○

交
通
の

　安
全
願
う

　子
供
た
ち東

京
都

神
鳥
谷
知
己

評
／
子
供
た
ち
の
悲
惨
な
交
通
事
故
を
地
上
か
ら
一
掃
し
た

い
で
す
ね
。

○

春
先
の

　野
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

　野
を
守
る

大
分
県

丸
野

　忠
義

評
／
会
話
の
断
片
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

　も
っ
と
語
句
を
集
約
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　《
野
焼
き
ボ
ラ

　春
に
咲
く
花

　待
ち
遠
し
い
》

入
会
の
お
す
す
め

　　岩
手
県
宮
古
支
部

陸
中
海
岸
国
立
公
園

  

浄
土
浜
の
清
掃
奉
仕

に
つ
い
て

令
和
元
年
七
月
十
四
日
午

前
六
時
三
十
分
か
ら
七
時

三
十
分
の
一
時
間
、
善
行
会

員
全
員
に
呼
び
か
け
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
陸
中
海
岸
国

立
公
園
浄
土
ヶ
浜
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
昔
か
ら
白
い
砂

浜
で
有
名
な
浄
土
ヶ
浜
に

津
波
な
ど
で
黒
い
石
が
混

じ
っ
て
い
る
の
で
そ
の
黒

い
石
を
拾
い
集
め
軽
ト

ラ
ッ
ク
で
一
台
ゴ
ミ
拾
い

　　東
京
都
新
宿
支
部

ご
存
じ
で
す
か
？

サ
ッ
カ
ー
善
行
会
杯
を

善
行
会
杯
・
新
宿
区
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
今
年
も
開

幕
さ
れ
ま
し
た
。

二
ヶ
月
間
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
は
、
九
月
十
四
日
（
土
）

か
ら
一
回
戦
が
始
ま
り 

﹃
十
八
年
目
﹄
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
決
勝
戦
は
十
一
月
で

す
が
表
彰
式
で
は
新
宿
支
部

長
か
ら
一
位
～
四
位
ま
で
表

彰
状
を
読
み
上
げ
ら
れ
、
記

念
品
が
渡
さ
れ
ま
す
。
本
部

テ
ン
ト
に
は
支
部
会
員
が
い

て
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
新
宿
区
少

年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
と
協
力
し

て
Ｈ
十
四
年
か
ら
フ
ッ
ト
サ

ル
を
小
学
一
年
生
の
部
と
二

年
生
の
部
が
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
抵
の
チ
ー
ム

に
一
人
は
女
子
が
い
る
の
が

現
代
風
の
特
色
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
大
会
会
場
は
新
宿
区

内
の
人
工
芝
と
土
の
グ
ラ
ン

ド
の
二
ヵ
所
を
使
っ
て
い
ま

す
。
新
宿
支
部
で
は
青
少
年

育
成
の
活
動
を
順
調
に
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
一
月
に
は
中
学
生
サ
ッ

カ
ー
善
行
会
杯
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。）

　　大
分
県
大
分
支
部

令
和
元
年
度

春
季
善
行
表
彰
伝
達
式

今
年
の
春
季
善
行
表
彰
伝

達
式
は
、
初
の
試
み
と
し
て

学
校
へ
訪
問
し
、直
接
本
人
、

学
校
長
へ
伝
達
を
行
い
ま
し

た
。
六
月
二
十
四
日
大
分
市

立
大
在
西
小
学
校
、
生
徒
数

九
百
十
六
名
の
マ
ン
モ
ス
校

へ
の
訪
間
で
す
。
面
会
時
間

は
十
三
時
五
分
～
十
四
時
の

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
伝

達
式
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

度
の
表
彰
は
国
際
貢
献
で
の

受
賞
で
す
。
全
校
児
童
に
よ

る
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

の
回
収
を
長
年
に
わ
た
り
継

続
し
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に

替
え
る
こ
と
に
協
力
し
た
事

が
、
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
伝

達
式
は
校
長
室
に
お
い
て
、

校
長
、
教
頭
、
児
童
代
表
二

名
出
席
、
直
接
生
徒
に
表
彰

状
、
メ
ダ
ル
は
首
に
掛
け
て

あ
げ
ま
し
た
。
大
分
支
部
か

ら
は
松
井
支
部
長
、
片
山
、

立
川
、
山
﨑
の
四
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

七
月
十
一
日
残
り
二
校
の

訪
間
で
す
。
訪
間
者
は
前
回

と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
す
。
校

長
室
に
お
い
て
二
名
の
生

徒
へ
「
人
命
救
助
」
に
対
す

る
表
彰
伝
達
で
す
。
最
後
に

生
徒
に
対
し
支
部
長
よ
り

激
励
の
言
葉
を
送
り
伝
達

式
を
終
え
ま
し
た
。
二
名
の

生
徒
に
と
っ
て
思
い
出
に

残
る
出
来
事
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
達
も
今
ま
で
に

な
い
手
応
え
を
感
じ
た
大

き
な
収
穫
で
し
た
。
訪
間
す

る
事
に
よ
り
児
童
に
直
接

手
渡
す
こ
と
が
で
き
た
事

に
意
義
が
あ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
短
時
間

で
し
た
が
、
お
話
を
さ
せ
て

頂
い
た
こ
と
、
校
長
先
生
は

「
賞
」
が
全
国
表
彰
で
あ
る

こ
と
に
感
銘
を
受
け
ら
れ

た
よ
う
で
し
た
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

台 東 区 支 部




